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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

群
馬
県
高
崎
市

河
野
　
純
夫

令
和
二
年
以
来
、
中
止
に

な
っ
て
い
た
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
ご
接
見
の
栄
に
浴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
御
礼
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

真
夏
日
を
思
わ
せ
る
秋
晴

れ
の
日
に
、
全
国
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
々
が
明
治
記
念
館

に
集
合
、
記
念
撮
影
後
会
食

し
、
休
憩
の
後
、
バ
ス
で
赤

坂
東
邸
へ
向
か
い
約
十
分
で

到
着
。
十
四
時
、
優
し
い
笑

み
を
浮
か
べ
ら
れ
て
秋
篠
宮

皇
嗣
殿
下
が
お
見
え
に
な
り

励
ま
し
の
お
言
葉
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
の
後
、
殿
下
は
、

善
行
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
、

今
ま
で
の
活
動
な
ど
を
お
聞

き
さ
れ
る
と
と
も
に
、
お
言

葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
私

の
自
己
紹
介
で
は
出
身
地
と

氏
名
を
申
し
上
げ
、
体
育
指

導
員
と
し
て
地
域
の
人
々
に

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
青
少
年

健
全
育
成
推
進
員
と
し
て
活

動
、
現
在
は
地
域
づ
く
り
活

動
協
議
会
で
地
域
の
方
々
が

安
心
安
全
で
幸
せ
な
生
活
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
活
動

し
て
お
り
ま
す
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。
殿
下
よ
り
「
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
下
さ
い
」
と

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
身
の
周
り
で
お
役

に
立
て
る
活
動
を
し
て
い
こ

う
と
心
に
刻
み
ま
し
た
。

静
岡
県
御
殿
場
市安

井
　
彦
一

こ
の
度
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
ご
接
見
の
栄
を
賜
り
ま
し

た
事
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

明
治
記
念
館
で
の
会
食
、
記

念
撮
影
の
後
、
赤
坂
東
邸
へ

バ
ス
で
向
い
ま
し
た
。
会
場

で
は
皇
嗣
殿
下
が
入
場
さ
れ

一
人
ひ
と
り
に
お
言
葉
を
か

け
ら
れ
、「
ど
ち
ら
か
ら
来
ら

れ
ま
し
た
か
」
と
お
た
ず
ね

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
「
御

殿
場
か
ら
で
す
」
と
お
答
え
し

ま
し
た
。「
御
殿
場
は
寒
い
で

す
ね
。
お
体
に
気
を
つ
け
て
」

と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
富
士
山
も
快
晴

で
今
日
の
良
き
日
を
祝
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
私
は
地

域
の
子
供
た
ち
の
安
全
な
登

校
と
見
守
る
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

下
さ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
面
か
ら
の
続
き

　　
東
久
留
米
支
部
発
足

設
立
総
会
を
開
催

令
和
五
年
九
月
十
日
に
設

立
総
会
を
開
催
し
、
一
般
社

団
法
人
日
本
善
行
会
東
久
留

米
支
部
と
し
て
、
野
島
武
夫

支
部
長
を
中
心
に
十
名
の
会

員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

従
前
よ
り
、
渋
谷
区
支
部
、

隣
接
す
る
西
東
京
支
部
な
ど

の
活
発
な
活
動
を
拝
見
し
て

き
ま
し
た
。
東
久
留
米
市

に
お
い
て
も
善
行
精
神
を
普

及
、
善
行
実
践
活
動
を
通
じ

て
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
小
さ

な
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
す

が
、
会
員
の
輪
を
広
げ
て
い

こ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
本
部
並
び
に

各
支
部
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

支
援
を
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
東
京
都
新
宿
支
部

第
二
十
二
回
善
行
会
杯

サ
ッ
カ
ー
大
会

前
半
戦
に
四
千
名
来
場

九
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
善

行
会
杯
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
は
今
年
は
二
十
九
チ
ー

ム
の
参
加
で
す
。

新
宿
区
少
年
サ
ッ
カ
ー
連

盟
と
協
力
し
た
小
学
生
低
学

年
大
会
も
今
年
で
二
十
二
年

に
な
り
ま
し
た
。

長
年
継
続
し
て
き
た
善
行

会
杯
は
、
予
選
四
日
間
で
延

べ
四
千
人
以
上
が
来
場
し
大

型
大
会
と
言
っ
て
良
い
ほ

ど
に
善
行
会
杯
は
大
人
気
と

な
っ
て
ま
す
。

六
人
対
六
人
の
フ
ッ
ト
サ
ル

で
真
新
し
い
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド

で
プ
レ
ー
を
し
て
、
ご
家
族

の
応
援
が
熱
か
っ
た
で
す
。

低
学
年
は
体
格
差
も
な
い

為
に
男
女
混
合
チ
ー
ム
に
な

り
、
ご
家
族
の
応
援
す
る
明

る
い
声
に
、
こ
の
雰
囲
気
が

自
然
の
姿
だ
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
は
欠
か
さ
ず
に
握

手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
禁
止
で

両
チ
ー
ム
の
挨
拶
の
仕
方
も

以
前
と
は
変
わ
り
ま
し
た
。

新
宿
区
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の

関
係
者
・
レ
フ
リ
ー
の
青
少

年
育
成
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。
十
月
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
な
り
優
勝
チ
ー
ム
に

は
日
本
善
行
会
新
宿
支
部
長

か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
手
渡
さ

れ
ま
す
。
全
国
の
会
員
皆
様

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
善
行
会
杯
・
中
学
生
新
人
戦

サ
ッ
カ
ー
大
会
は
令
和
五
年

十
一
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。）

　　
岩
手
県
支
部

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴

九
月
二
一
日
よ
り
、
九
月

三
十
日
ま
で
の
十
日
間
の
日

程
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
盛

岡
市
都
南
地
区
で
は
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、
都

南
総
合
支
所
よ
り
、
九
月

二
五
日
地
区
管
内
交
通
安
全

事
故
防
止
活
動
を
実
施
し
ま

す
の
で
「
交
通
安
全
祈
願
千

羽
鶴
」
の
提
供
を
と
要
請
を

い
た
だ
き
、
総
合
支
所
（
支

所
長
）
の
ご
指
導
・
指
示
に

よ
り
ま
し
て
交
通
安
全
事
故

防
止
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

活
動
の
拠
点
は
東
北
在
来
線
・

岩
手
飯
岡
駅
前
で
す
。

見
前
幹
部
交
番
所
、
交
通

安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の

会
、
交
通
安
全
指
導
隊
、
総

合
支
所
、
善
行
会
県
支
部
の

六
機
関
提
携
で
、
交
番
所
所

長
、
交
通
安
全
会
長
の
挨
拶

後
、
善
行
会
よ
り
「
交
通
安

全
祈
願
千
羽
鶴
」
が
贈
呈
さ

れ
て
、
交
通
安
全
の
実
施
・

通
勤
通
学
で
電
車
の
乗
降
者
、

自
転
車
乗
り
者
等
・
徒
歩
で

の
小
中
、
高
生
等
地
域
住
民

に
も
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
黄

色
い
羽
根
チ
ラ
シ
入
り
）
を

配
布
し
爽
や
か
な
朝
の
ひ
と

時
を
・
皆
さ
ん
と
交
通
安
全

防
止
活
動
に
精
進
し
ま
し
た
。

　　
長
崎
県
佐
世
保
支
部

令
和
五
年
度
総
会
並
び

に
表
彰
伝
達
式
の
開
催

令
和
五
年
十
月
一
日
（
日
）

午
後
一
時
か
ら
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
佐
世
保
に
お
い
て
新
会
員

三
名
を
含
む
四
十
二
名
の
出

席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

集
合
写
真
を
撮
り
終
え
た

後
、
日
本
善
行
会
の
歌
を
出
席

者
全
員
で
歌
い
、
宮
原
公
平
副

支
部
長
の
開
催
挨
拶
で
濱
武
常

務
理
事
兼
支
部
長
が
挨
拶
、
善

行
受
賞
者
へ
の
お
祝
い
の
言
葉

と
関
係
者
へ
の
協
力
に
関
し
感

謝
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来

賓
の
外
間
雅
博
長
崎
県
議
会
議

員
か
ら
善
行
活
動
の
歴
史
と
継

続
の
す
ば
ら
し
さ
に
敬
意
を
表

し
感
謝
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
勝
野

堅
介
日
本
善
行
会
会
長
か
ら
の

祝
電
が
披
露
さ
れ
、
表
彰
伝
達

式
に
移
り
、
支
部
長
の
お
祝

い
の
言
葉
と
共
に
受
賞
者
六

名
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と

善
行
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
金
章
の
川

原
清
俊
様
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
議
事
に

移
り
事
業
報
告
令
和
五
年
度

事
業
計
画
と
予
算
案
が
提
出

さ
れ
議
案
が
承
認
さ
れ
総
会

は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

次
に
祝
賀
懇
親
会
に
移
り
ま

し
た
。
小
野
原
茂
市
議
会
議

員
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に

入
り
日
頃
の
善
行
活
動
等
和

や
か
に
意
見
、
交
換
さ
れ
舞

台
で
は
出
演
者
が
多
く
盛
り

上
が
り
、
時
の
た
つ
の
が
早

く
感
じ
ら
れ
最
後
に
万
歳
三

唱
を
古
賀
良
一
教
育
会
会
長
が

い
た
し
ま
し
た
。

善
行
会
総
会
の
開
催
に

よ
っ
て
会
員
の
皆
様
に
善
行

会
表
彰
の
意
義
と
使
命
感
が

改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
け
た

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　　
大
分
県
大
分
支
部

交
通
安
全
功
労
団
体
と

し
て
感
謝
状
受
賞
と
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動

へ
の
参
加

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

令
和
五
年
九
月
二
十
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
の
間
実
施

さ
れ
た
。
大
分
支
部
は
九
月

二
十
七
日
十
四
時
か
ら
大
分
市

中
心
部
の
昭
和
通
り
交
差
点
で

実
施
。参
加
者
の
半
数
以
上
が
、

自
宅
か
ら
一
〇
㎞
以
上
も
あ
る

会
場
に
参
加
し
て
下
さ
る
事

に
、
本
当
に
感
謝
で
す
。
予
定

の
時
間
と
な
り
支
部
長
挨
拶
、

挨
拶
の
最
後
に
、「
信
号
機
や

横
断
歩
道
等
、
規
則
を
守
っ
て

も
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何

故
な
ら
運
転
し
て
い
る
の
は
人

だ
か
ら
で
す
」
必
ず
再
確
認
を

し
て
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
交

差
点
は
交
通
量
の
多
い
交
差
点

で
安
全
に
気
を
配
り
な
が
ら

「
の
ぼ
り
旗
」
を
持
っ
て
啓
発

活
動
を
し
ま
し
た
。
残
暑
の
厳

し
い
状
況
で
し
た
が
、
約
三
十

分
間
で
す
が
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

参
加
者
全
員
七
十
歳
以
上

で
帰
宅
ま
で
が
心
配
で
す
。

翌
日
二
十
八
日
大
分
中
央
警

察
署
に
於
い
て
功
労
団
体
三

団
体
の
内
、
日
本
善
行
会
大

分
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
支
部
で
は
十
五
年
前
（
平

成
二
十
年
）
か
ら
の
取
り
組

み
で
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
地
道

で
諦
め
な
い
の
は
善
行
会
の

真
骨
頂
で
す
。
こ
の
様
な
善
行

会
精
神
を
各
分
野
（
推
薦
書
の

活
動
種
別
）
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
接
見
の
栄
に
浴
し
て


